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可決・同意等された知事提出議案

○令和2年度香川県一般会計補正予算議案(総額34億8,800万円余)
「感染拡大防止対策と医療提供体制の整備」、「雇用の維持・事業の継続」、「地域経済の回復・活性
化」、「感染症に強い社会・経済構造の構築」などのため、本県として早急に対応が必要な新型コロナ
ウイルス感染症対策の補正予算。

その他15議案

主な議案

6月定例県議会
代表質問
《自民党県政会：山本議員、自民党議員会：松本議員、リベラル香川：高田議員》
一般質問《6会派、１1名の議員が登壇》
議員提出議案等《意見書6件を可決》
常任委員会だより
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6月定例会
6月22日から7月13日

6月定例会　代表質問

代表質問
6月24日

　
　 

太
田
病
院
事
業
管
理
者
各

病
院
で
﹁
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
早

期
に
策
定
し
遵
守
を
徹
底
し
た
。

医
療
用
マ
ス
ク
、
防
護
服
な
ど
医

療
物
資
の
確
保
や
、
紫
外
線
照
射

装
置
、
陰
圧
装
置
な
ど
を
整
備
し

た
ほ
か
、
中
央
病
院
で
は
抗
原
検

査
も
導
入
し
た
。

　
抗
原
検
査
を
補
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

装
置
や
発
熱
患
者
を
見
極
め
る

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
な
ど

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
３
病
院

の
院
長
等
か
ら
な
る
会
議
を
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
検
証
す

る
な
ど
、
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

に
努
め
る
。

　
病
院
経
営
へ
の
影
響
は
、
今
後

の
患
者
数
の
回
復
も
見
通
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
収
支
の
悪

化
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

国
の
補
正
予
算
の
活
用
は
も
と

よ
り
、
国
に
対
し
、
公
立
病
院
へ

の
制
度
的
、
財
政
的
支
援
も
求
め

て
い
く
。

自民党議員会

　
　 

浜
田
知
事
今
後
感
染
症
リ

ス
ク
に
強
い
社
会
経
済
の
構
築
等

を
進
め
る
た
め
、
今
年
度
事
業
で
、

現
下
の
状
況
で
は
効
果
が
十
分
に 自民党県政会

山本 直樹 議員

答 　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
県
政
運

営
は
。

問

　
　
知
事
事
業
継
続
支
援
は
、
国

の
持
続
化
給
付
金
を
受
け
た
中
小

企
業
等
に
、
一
律
20
万
円
を
支
給

す
る
﹁
香
川
県
持
続
化
応
援
給
付

金
制
度
﹂
や
、
３
年
間
無
利
子
で
保

証
料
ゼ
ロ
の
﹁
香
川
県
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
﹂

融
資
を
設
け
て
い
る
。

　
雇
用
維
持
支
援
は
、
県
独
自
の

﹁
香
川
県
緊
急
雇
用
維
持
助
成

金
制
度
﹂
を
設
け
、
負
担
軽
減
を

図
る
。

　
加
え
て
、
国
の
家
賃
支
援
給
付

金
に
県
独
自
の
上
乗
せ
を
行
う
制

度
や
、
事
業
者
の
前
向
き
な
新
し

い
取
組
み
へ
の
積
極
的
な
支
援
を

行
う
制
度
を
創
設
す
る
。

　
労
働
環
境
の
改
善
支
援
は
、
国

の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
新
規
導
入
を
図
る
中
小

企
業
事
業
主
に
対
し
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
購
入
費
用
の
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

答

　
　
県
立
病
院
の
院
内
感
染
防
止

対
策
や
病
院
経
営
へ
の
影
響
は
。

問

　
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
体
制

整
備
と
児
童
生
徒
に
対
す
る
配

慮
は
。

問　
　
工
代
教
育
長
児
童
生
徒
の
学

答

　
　
県
内
の
公
立
学
校
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
は
。

問答　
　
教
育
長
県
立
高
校
及
び
特
別

支
援
学
校
高
等
部
は
、
令
和
４
年

度
ま
で
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
３

ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ
ス
の
割
合
で
の

端
末
整
備
を
前
倒
し
し
、
県
立
中

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学

部
・
中
学
部
で
は
、１
人
１
台
端
末

答

び
の
保
障
に
向
け
、
各
学
校
で
授

業
時
間
数
の
確
保
に
努
め
て
い
る

が
、
休
業
中
の
家
庭
学
習
に
差
が

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
定
着

度
を
見
極
め
、
教
員
の
負
担
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
少
人
数
指
導
等
を

行
う
教
員
を
最
終
学
年
に
加
配
す

る
ほ
か
、
個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
学
習
支
援
員
や
、
教
員
の
負
担

を
軽
減
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
追
加
配
置
す
る
市
町

を
支
援
す
る
補
正
予
算
案
を
提
案

し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
心
身
に
過
度
な
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
小
さ
な
変

化
を
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
や
、
学

校
再
開
後
の
不
安
や
悩
み
を
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
把
握
し
、
状
況
に

よ
っ
て
個
別
面
談
を
行
う
こ
と
な

ど
を
徹
底
し
、
丁
寧
な
支
援
・
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

見
込
め
な
い
も
の
や
緊
急
性
に

乏
し
い
も
の
な
ど
は
、
延
期
・
中

止
す
る
な
ど
見
直
す
こ
と
と
し
、

今
後
、
対
象
事
業
等
の
精
査
を
進

め
た
い
。

　﹁
新
・
せ
と
う
ち
田
園
都
市
創
造

計
画
﹂
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
次

期
総
合
計
画
の
今
年
度
中
の
策
定

を
目
指
し
て
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
十
分

に
把
握
・
分
析
し
た
う
え
で
、
将
来

に
わ
た
り
県
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
来
年
度
半
ば
の
策
定
を
目

指
し
て
、
検
討
を
進
め
た
い
。
同
様

に
個
別
の
計
画
等
や
﹁
次
期
財
政

運
営
指
針
﹂
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
影
響
を
受
け
た
県
内
企
業
の

支
援
は
。

問

の
ほ
か
、
遠
隔
授
業
等
に
必
要
な

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
や
電
子
黒
板
な
ど

の
整
備
を
行
う
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
、
情
報
活
用
能
力
を
育

成
す
る
ほ
か
、
非
常
時
に
は
、
端

末
と
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
を
貸
し

出
す
仕
組
み
を
整
え
、
遠
隔
授
業

を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し

て
い
く
。

　
市
町
立
小
・
中
学
校
で
は
、
今

年
度
中
の
１
人
１
台
端
末
の
整

備
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
家
庭
へ
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
等
の
貸
出
し
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
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知
事
担
い
手
の
確
保
・
育
成

は
、
新
た
に
、
集
落
営
農
組
織
の

若
返
り
を
図
る
た
め
の
リ
ク
ル
ー

ト
活
動
の
支
援
や
、
事
業
承
継
に

向
け
た
研
修
会
の
開
催
等
に
取

り
組
む
。

　
生
産
面
で
は
、
野
菜
や
果
物
等

の
生
産
拡
大
・
品
質
向
上
に
つ
な

が
る
機
械
・
施
設
の
導
入
支
援
等

を
通
じ
、
高
品
質
な
農
産
物
づ
く

り
を
推
進
す
る
。
特
に
、
ス
マ
ー

ト
農
業
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
は
、
農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
先

端
技
術
の
生
産
現
場
へ
の
導
入

に
向
け
、
今
年
度
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

活
用
し
た
自
動
操
舵
機
能
付
き

ト
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
露
地
野

菜
の
植
付
け
準
備
作
業
の
現
地

実
証
な
ど
を
行
う
。

　
流
通
・
販
売
面
で
は
、
今
後
募
集

を
行
う
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
活
用
し
て
戦
略
的
な
販
売
促
進

や
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

　    

本
県
農
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
取
組
み
は
。

　    

感
染
症
拡
大
の
影
響
下
に

お
け
る
大
学
生
の
就
職
支
援
は
。

　
　
知
事
感
染
リ
ス
ク
の
排
除
に

加
え
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
、
学
生
が
県
外
か
ら

も
容
易
に
参
加
で
き
る
利
点
を
活

か
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
﹁
か
が
わ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
就
職
説

明
会
﹂
を
初
め
て
開
催
し
、
参
加
企

業
57
社
に
対
し
、
延
べ
４
５
６
名

が
参
加
し
、
う
ち
延
べ
３
０
２
名

が
県
外
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

手
法
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、﹁
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
か
が

わ
﹂
で
は
、
学
生
に
対
す
る
就
職
活

動
へ
の
助
言
や
、
小
規
模
な
就
職

説
明
会
の
開
催
等
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
社
内

を
見
て
歩
き
、
社
員
の
話
を
直
接

聞
い
た
よ
う
に
体
感
で
き
る
動
画

を
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
な
ど
、
県
内

外
の
学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い

手
法
で
、
県
内
企
業
の
魅
力
を
伝

え
て
い
く
。

答

問

問

答

　
　
教
育
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
企
業
の
求

人
申
込
み
が
見
通
し
づ
ら
い
状
況

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
香
川
労
働
局

等
と
合
同
で
、
経
済
団
体
に
対
し
、

求
人
の
確
保
や
若
年
者
の
雇
用
機

会
の
確
保
な
ど
を
要
請
し
た
ほ

か
、学
校
で
は
、求
人
情
報
の
早
期

　    

高
校
生
の
就
職
支
援
は
。

　
　
知
事
運
用
の
一
体
性
確
保

の
た
め
、﹁
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

調
整
委
員
会
︵
仮
称
︶
﹂
を
設
置

し
、
想
定
さ
れ
る
事
例
の
検
証
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
要
請
基
準
や
搬
送
患
者
の

受
入
基
準
等
の
ル
ー
ル
を
定
め

る
運
航
要
領
の
素
案
を
、
今
年
度

中
に
策
定
し
た
い
。

　
運
航
に
必
要
な
給
油
施
設
を
香

川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
内
の
着

工
に
向
け
て
準
備
す
る
ほ
か
、
運

　    

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
向

け
た
取
組
み
は
。

問

問答

答

　   

豊
島
廃
棄
物
等
処
理
施
設
撤

去
等
事
業
の
完
了
に
向
け
た
取
組

み
は
。

　
　
知
事
地
下
水
浄
化
対
策
は
、

揚
水
井
等
に
よ
る
浄
化
に
加
え
、

昨
年
度
か
ら
は
、
処
分
地
内
の
各

地
点
の
汚
染
状
況
に
応
じ
た
対

策
と
し
て
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た

箇
所
に
薬
剤
を
注
入
す
る
化
学

処
理
や
、
土
壌
の
掘
削
・
除
去
に

よ
る
浄
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
２

月
か
ら
は
、
吸
水
管
を
地
盤
中
に

多
数
打
ち
込
み
、
地
下
水
を
強
制

的
に
真
空
吸
引
し
て
浄
化
す
る

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
法
を
新
た

に
取
り
入
れ
て
お
り
、
今
年
度
は

対
策
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
取

り
組
む
。

　
豊
島
処
分
地
の
関
連
施
設
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
、
不
要

と
な
っ
た
も
の
か
ら
順
次
、
撤
去

問答

かがわＬＩＶＥ就職説明会の様子

の
把
握
に
努
め
、
生
徒
に
適
切
に

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
、
個
々
の
生
徒
の
適
性
に
応
じ
、

様
々
な
選
択
肢
を
示
し
、
企
業
選

択
の
幅
を
広
げ
就
職
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　
就
職
選
考
の
開
始
期
日
が
１
か

月
後
ろ
倒
し
さ
れ
、
就
職
指
導
の

期
間
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
毎
年
、
香
川
労
働
局
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
﹁
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
﹂
や
﹁
就
職
面
談
会
﹂
の
開
催

時
期
や
実
施
回
数
を
見
直
す
と
と

も
に
、
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

生
徒
へ
の
丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て

い
く
。

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
そ

の
進
め
方
や
方
法
等
の
具
体
的
な

検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
撤
去
に
向
け
た
調

査
・
設
計
を
行
う
。

航
す
る
会
社
を
決
定
し
、
機
体
や

乗
務
員
の
確
保
を
行
う
。

　
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
・
ナ
ー
ス

の
育
成
・
確
保
の
た
め
、
基
地
病

院
の
医
師
や
看
護
師
を
中
心
に
、

国
の
研
修
会
へ
の
参
加
や
実
機

訓
練
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む

ほ
か
、
基
地
病
院
以
外
の
病
院
か

ら
も
医
師
等
の
派
遣
の
受
入
れ

を
検
討
す
る
。
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知
事
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
を
17
言
語
で
提

供
す
る
と
と
も
に
、
県
内
で
の
発

生
状
況
や
相
談
先
な
ど
を
６
言
語

で
掲
載
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
設
置
し
た﹁
か
が
わ
外
国

人
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
で
は
、
５

答 　
　
知
事
休
業
要
請
以
降
、県
内
で

新
た
な
感
染
者
は
生
じ
て
お
ら
ず
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
要
請
に
応
じ
た
事
業
者
に
対
し
、

感
謝
の
意
を
込
め
支
給
す
る
感
染

拡
大
防
止
協
力
金
に
、
６,
１
６
０

件
の
申
請
が
あ
り
、６
月
24
日
ま
で

に
９
億
２
９
０
万
円
を
支
給
し
た
。

　
資
金
繰
り
と
雇
用
維
持
の
支
援

は
、県
独
自
に
一
律
20
万
円
を
支
給

す
る
持
続
化
応
援
給
付
金
制
度
や

緊
急
雇
用
維
持
助
成
金
制
度
を
設

け
、負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　﹁
前
向
き
に
頑
張
る
事
業
者
を

応
援
す
る
総
合
補
助
金
﹂
は
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
て
挑
戦
す
る
事
業

者
を
応
援
す
る
た
め
、
新
た
に
助

成
率
が
高
く
、
幅
広
く
柔
軟
に
活

用
で
き
る
補
助
金
を
県
独
自
に
創

設
す
る
も
の
で
あ
る
。

答　
　
外
国
人
住
民
に
対
す
る
情
報

提
供
や
相
談
支
援
は
。

問

　
　
知
事
香
川
県
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
で
、
緊
急
輸
送
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど

を
盛
り
込
み
、
計
画
的
か
つ
重
点

的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
空
港
連
絡
道
路
は
、高
松
市
道
香

川
綾
南
線
以
北
の
バ
イ
パ
ス
区
間
、

約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
重

点
的
に
進
め
、当
該
区
間
の
今
年
度

末
の
事
業
進
捗
率
は
約
70
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
県
道
太
田
上
町
志
度
線
は
、六
条

工
区
、約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備

を
進
め
、今
年
度
末
の
事
業
進
捗
率

は
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
そ
の
西
側
の
国
道

答

　
　
知
事
私
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
は
、学
校
設
置
者
の
主
体

的
な
判
断
で
進
め
ら
れ
、整
備
状
況

は
学
校
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。

　
臨
時
休
業
期
間
中
、多
く
の
私
立

学
校
で
、現
有
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
が
行
わ

れ
、生
徒
や
保
護
者
か
ら
も
好
評
で

あ
っ
た
が
、
回
線
容
量
な
ど
機
器

の
能
力
不
足
で
全
校
生
徒
を
対
象

に
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
た
課
題

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
国
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
私
立
学

校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

を
加
速
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

学
校
が
購
入
す
る
生
徒
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指

導
に
必
要
と
な
る
機
器
の
整
備
、

高
速
大
容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
の
増
設
等
に
要
す
る
経
費
を

補
助
す
る
。

答 　
　
私
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
は
。

問

　
　
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
は
。

問　
　
教
育
長
平
成
30
年
度
末
で

の
、教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備

状
況
は
、公
立
小
・
中
学
校
で
は
、全

国
平
均
と
ほ
ぼ
同
程
度
、特
別
支
援

学
校
で
は
、全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
公
立
高
校
で
は
、
全
国
平

均
で
４.
４
人
に
１
台
の
と
こ
ろ
、

本
県
に
お
い
て
は
６.
４
人
に
１
台

と
全
国
で
も
下
位
に
あ
る
。

　
昨
年
度
、
県
立
高
校
で
は
、
全
29

校
で
１,
３
５
０
台
、
県
立
中
学
校

で
は
、
１
校
で
１
０
５
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、
今
年
度
、

全
て
の
県
立
学
校
に
お
い
て
、大
容

量
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
や

答

※
1 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
＝
香
川
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
県
民
か
ら
の
健
康
相
談
に
一
元
的
に
対
応
す
る
。

各
教
室
に
お
け
る
無
線
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
整
備
に
着
手
し
た
。

　
市
町
立
小
・
中
学
校
で
は
﹁
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
﹂
に
合
わ
せ
、

今
年
度
中
の
１
人
１
台
端
末
の
整

備
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
支
援
は
。

問　
　
道
路
事
業
の
今
後
の
整
備
方

針
と
県
道
太
田
上
町
志
度
線
等
の

整
備
状
況
は
。

県道太田上町志度線六条工区

１
９
３
号
か
ら
国
道
32
号
ま
で
の

約
１.
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、

事
業
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

月
末
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
の
15
件
を
含
む
合

計
２
２
９
件
の
相
談
を
受
け
た
。

　
こ
の
ほ
か
、﹁
か
が
わ
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
、
県
国

際
交
流
協
会
や
市
町
な
ど
と
連
携

し
て
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面

の
支
援
や
、技
能
実
習
生
の
受
入
団

体
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、生
活
ル
ー

ル
や
防
災
知
識
を
紹
介
す
る
出
前

講
座
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
知
事
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー︵     

　
　
︶

の
開
設
に
よ
り
、
各
保
健
所
の
相

談
対
応
業
務
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
積
極
的
疫
学
調
査
な
ど
の
公

衆
衛
生
業
務
や
経
過
観
察
対
象
者

へ
の
対
応
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
相
談
業
務
の
集
約
化

や
、
民
間
委
託
に
よ
り
相
談
対
応

体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
今
後
第
２

波
の
発
生
な
ど
に
伴
い
相
談
が
増

加
し
た
場
合
は
、
相
談
回
線
の
増

設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
、民
間
検
査

機
関
で
検
査
が
開
始
さ
れ
、一
部
の

医
療
機
関
で
も
検
査
が
開
始
さ
れ

る
な
ど
検
査
体
制
強
化
を
図
っ
て

い
る
ほ
か
、地
域
医
師
会
の
協
力
の

も
と
、地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー

等
が
開
設
さ
れ
、
検
体
の
採
取
場

所
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。

答 問　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

相
談
体
制
強
化
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
。 自民党議員会自民党議員会

松本 公継 議員
※
1 

3
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

　
　
教
育
長
３
月
の
一
斉
臨
時
休

業
に
伴
う
学
校
給
食
の
休
止
に
よ
り
、

食
材
納
入
業
者
が
給
食
の
た
め
に
用

意
し
て
い
た
食
材
は
、大
半
は
他
の
販

路
へ
転
売
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

一
部
に
は
、や
む
を
得
ず
廃
棄
さ
れ

た
食
材
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
食
材
納
入
業
者
が
廃
棄
等
し
た

食
材
に
係
る
損
失
や
加
工
賃
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
設
置
者

に
お
い
て
、
国
の
学
校
臨
時
休
業

対
策
費
補
助
金
等
を
活
用
し
、
補

償
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

6月定例会　代表質問5

　
　
教
育
長
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
症
や
警
報
発
令
に
よ
る
休

業
な
ど
に
備
え
る
時
間
や
、
近
年
、

指
導
内
容
が
増
加
す
る
中
で
定
着

を
図
る
た
め
の
時
間
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
平
成
30
年
度
の
国
の
調
査

で
も
、
全
国
の
小
・
中
学
校
の
年
間

総
授
業
時
数
の
平
均
は
、
ど
の
学
年

も
標
準
授
業
時
数
を
超
え
て
い
る
。

　
授
業
時
数
の
大
幅
な
増
加
は
、

児
童
生
徒
や
教
員
の
負
担
に
な
る

こ
と
か
ら
、
市
町
教
育
委
員
会
に

対
し
て
適
切
な
授
業
時
数
を
設
定

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　
今
夏
は
、教
員
研
修
を
削
減
し
た

り
、児
童
生
徒
が
参
加
す
る
主
催
行

事
を
中
止
や
延
期
す
る
こ
と
で
、負

担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、市
町

教
育
委
員
会
に
対
し
て
も
、児
童
生

徒
の
心
身
の
健
康
に
最
大
限
配
慮

す
る
よ
う
指
導
・
助
言
し
て
い
く
。

答 答

答　
　
知
事
看
護
師
等
の
離
職
防
止

や
再
就
職
支
援
の
た
め
、
病
院
内

保
育
所
の
運
営
に
対
す
る
補
助

や
、
離
職
率
の
高
い
新
人
看
護
職

員
向
け
の
研
修
を
実
施
し
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
県
看
護
協
会
に
設
置

し
た
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
求
職

者
に
対
す
る
職
業
紹
介
や
、
医
療

機
関
等
か
ら
の
求
人
に
応
じ
て
看

護
師
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
再
就
業

に
向
け
た
講
習
会
等
を
実
施
す
る

な
ど
、
現
場
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
す
る
医
療
人
材
確
保
の
た

め
、
国
が
新
た
に
開
設
し
た
全
国

の
医
療
機
関
等
の
人
材
募
集
情
報

を
掲
載
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
積
極
的
な

活
用
を
県
内
医
療
機

関
に
依
頼
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
取
組

み
を
通
じ
て
、
継
続

的
な
医
療
人
材
の
確

保
に
努
め
る
。

問　
　
観
光
施
策
の
転
換
と
県
内
観

光
業
へ
の
支
援
は
。

　
　
岡
部
警
察
本
部
長
職
員
に
対

し
、手
洗
い
、手
指
の
消
毒
、マ
ス
ク
の

着
用
、定
期
的
な
換
気
等
、基
本
的
対

策
を
徹
底
さ
せ
、健
康
管
理
と
体
調

不
良
時
の
報
告
を
指
導
し
て
い
る
。

　
被
疑
者
の
取
調
べ
、検
視
業
務
、留

置
管
理
業
務
、交
通
指
導
取
締
り
な

ど
、﹁
密
集
、密
接
﹂の
状
態
が
避
け
ら

れ
な
い
警
察
活
動
の
現
場
で
は
、基
本

的
対
策
を
と
る
ほ
か
、感
染
す
る
可
能

性
が
高
い
場
合
は
、ゴ
ム
手
袋
や
防
護

服
を
着
装
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
職
員
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、保

健
所
の
指
導
の
も
と
濃
厚
接
触
者

を
自
宅
待
機
さ
せ
、
施
設
消
毒
の

徹
底
と
と
も
に
、
各
部
門
で
組
織

し
た
支
援
班
を
早
期
に
警
察
署
へ

派
遣
す
る
な
ど
、
警
察
機
能
を
維

持
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

答 問　
　
警
察
行
政
に
お
け
る
感
染
症

拡
大
防
止
の
対
策
は
。

問　
　
一
斉
休
業
に
伴
う
学
校
給
食

用
食
材
の
処
理
と
損
失
の
補
償
は
。

問　
　
学
校
現
場
に
お
け
る
教
職
員

の
負
担
軽
減
等
は
。

答　
　
知
事
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要

を
早
期
に
回
復
さ
せ
る
た
め
、
県

内
宿
泊
の
助
成
や
、
事
業
者
が
実

施
す
る
感
染
拡
大
防
止
策
へ
の
補

助
等
で
早
急
な
需
要
喚
起
に
取
り

組
み
、観
光
産
業
を
支
援
す
る
。

　
ま
た
、地
域
が
有
す
る
真
の
魅
力

を
深
掘
り
し
発
信
す
る
こ
と
や
、質

を
重
視
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
滞
在

交
流
型
観
光
を
推
進
し
て
き
た﹁
香

川
せ
と
う
ち
ア
ー
ト
観
光
圏
﹂事
業

を
軸
に
、新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
を

提
案
す
る
旅
行
商
品
の
造
成
に
取

り
組
む
な
ど
、観
光
産
業
の
大
き
な

転
換
期
に
的
確
に
対
応
し
た
い
。

　
加
え
て
、
観
光
関
連
事
業
者
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
追
加
す
る
な
ど
、
受
入
体
制

の
構
築
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

問　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
時
の
医
療
人
材
の
確
保
は
。

県内宿泊旅行補助リーフレット

自民党議員会リベラル香川
高田 良徳 議員

答 問　
　
知
事
抗
体
検
査
は
、
国
の
調

査
結
果
で
、
人
口
当
た
り
の
患
者

数
が
３
都
府
県
の
中
で
最
も
少

な
い
宮
城
県
の
抗
体
保
有
率
は
、

０
.

０
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て

低
く
、
大
半
の
人
が
抗
体
を
保
有

し
て
い
な
い
結
果
が
出
て
い
る
。

本
県
の
人
口
当
た
り
の
患
者
数

は
宮
城
県
よ
り
も
更
に
少
な
く
、

本
県
が
単
独
で
検
査
を
実
施
し

て
も
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
有
効
な
評
価
を
行
う
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
当

面
は
、
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ

い
た
研
究
成
果
等
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
き
、
必
要
な
県
の
施
策
を
検

討
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
検
査
は
、
今
後
の
医
療

体
制
等
の
全
体
の
体
制
整
備
と
の

関
係
も
踏
ま
え
、
検
査
需
要
も
さ

ら
に
精
査
の
上
、
必
要
な
方
に
、
よ

り
迅
速
・
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
が
行

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
抗
体
検
査
等
の
実
施
は
。

え
る
よ
う
、
検
査
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。
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6月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 7月8日
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S
T
E
A
M
教
育
＝
S
c
i
e
n
c
e,
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y,
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g,
A
r
t,
M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
s
等
の
各
教
科
で
の
学
習
を
実
社
会
で
の
課
題
解
決
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
教
科
横
断
的
な
教
育
。

議員
自民党県政会

岡野 朱里子

ＤＶ対策は。
民間シェルターに対し、研修の開催

支援などを検討するとともに、公費に

よる一時保護委託の要件などを助言し

ていきたい。来年度策定を目指す「か

がわ男女共同参画プラン」と「香川県

配偶者暴力防止及び被害者支援計画」

では、県男女共同参画審議会等の意見

を聞きながら、民間シェルターの位置

づけを検討していく。

ネット・ゲーム依存症対策は。
各市町と連携し乳幼児健康診査など

の機会に啓発冊子を配付するほか、県広

報誌折込チラシ等で依存のリスクや条

例の趣旨等を県民に周知していく。小児

科医との連携による早期発見と治療は、

新たに、相談から回復に至るまでの方法

をマニュアル化した回復プログラムを作

成し、その研修会を小児科医も受講して

いただき、依存症の専門医と連携を図

り、早期に専門的な支援に繋げたい。

丸亀病院における依存症対策は。
アルコール依存症の治療は、断酒会や

家族会等の開催などに取り組んでおり、

薬物依存症患者やギャンブル依存症患者

の治療も行っている。ネット・ゲーム依存

は、県が新たに作成する回復プログラムの

研修会等に医療従事者等を参加させるな

ど、治療法等に関する情報を収集する。

性暴力被害者支援センターの機能
及び体制の強化は。

証拠物の採取及び保管は、必要な機

器の導入を含め、実施に向け県警察をは

じめ産婦人科医会、協力病院等関係機

関と調整を進めていく。24時間・365日

化は、国で推進の方針が示されたことか

ら、具体的な取組みを注視し、相談者の

意見も聞きながら、検討を進めたい。

自民党県政会

氏家 孝志
議員議員

リベラル香川

米田 晴彦
議員

今後の新規就農者確保の取組みは。
新規就農者は、農業法人に就職す

る雇用就農が約６割と多く、29歳以下

が約４割、県内出身者が約７割を占め

ているため、県内では、合同就職面接

会への農業法人の参加を働きかけるほ

か、高校生が対象のアグリ・バスツアー

の実施や農業大学校での就農・就職

説明会の開催など、若年就農希望者と

就農先のマッチングを促進する。

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえた災害対策は。

要配慮者の指定避難所以外の避難場

所確保については、県と香川県ホテル旅

館生活衛生同業組合との協定に基づくホ

テル・旅館のリストにより、各市町が具体

的検討を進めている。感染症に留意した

避難行動を呼びかけるチラシの全世帯配

布や、災害に対する日頃の備えや地域の

助け合いをテーマにしたシンポジウムの

開催など、県民への啓発に努めている。

「香川県新型コロナウイルス感染症

患者搬送調整本部」の患者搬送コー

ディネーターが、消防本部などと搬送時

の役割分担等に関し意見交換・情報共

有を行い連携強化を図る。救急患者受

入医療機関の感染防止対策の支援を活

用し、役割分担等の調整を図りたい。

県立高校の熱中症対策は。
普通教室に設置している空調設備の

ＰＴＡ負担については、引き続き他県の

状況等を参考に費用負担のあり方など

の検討を行うとともに、特別教室につい

ては、学校の使用実態などを踏まえ検

討する。体育館へのスポットクーラー整

備は、議決後、直ちに調達のための入札

が執行できるよう準備を進める。

問問

答答

問問
答答

感染症患者の救急搬送体制は。問問
答答

問問
答答

新型コロナウイルス感染症への対応は。
新型コロナウイルスの感染拡大という

危機に対して県独自の緊急事態を宣言

し、不要不急の外出自粛や休業要請等を

強くお願いするほか、各種給付金や生活

福祉資金の貸付制度など、必要な生活

支援や経済対策を、時機を失することな

く実行してきた。県民には、様々な広報媒

体を活用し、県組織全体として情報発信

するとともに、給付金等の制度創設後

は、コールセンターを立ち上げ、丁寧に対

応している。今後の第２波、第３波への備

えと社会経済活動の維持・回復のため、

２つのワーキングチームで医療提供体制

や検査体制、生活支援等の施策の充実

に向けた検討を行っている。

問問
答答

ネットリテラシー教育の取組みは。
スマートフォン等が生活の一部となり

つつあり、情報モラルの向上に加え、適

正利用の観点が重要となると考える。昨

年度から幼児の保護者を対象にスマート

フォン等の適正利用に関する冊子を配

布しているほか、新たに小・中学生がネッ

ト等との上手な付き合い方について考え

る「ネット・ゲーム依存予防対策学習

シート」を作成し、配布する予定である。

問問
答答

オンライン授業への取組みは。
臨時休業中、試験的にオンライン学

習を実施した学校では、非常時の有用

性を再認識した。現行制度では、家庭と

学校をつなぐオンライン学習は、原則、

正規の授業として認められないため、

学校における対面での教育活動を基本

とし、利活用の効果等を検討したい。

問問
答答

答答

感染症対策の重要性を認識し、実地

疫学専門家養成コース（ＦＥＴＰ）の研

修への参加検討も含め、職員の対応能

力の向上に努める。保健所や環境保健

研究センターの職員を増員・強化したほ

か、国の基準に基づいた感染症病床数

は確保しているが、新型コロナウイルス

感染症への対応の検証など、国の議論

等も踏まえ、今後の第２波、第３波に備

えて、公衆衛生体制や医療提供体制な

どについて万全の体制を整えていく。

公衆衛生及び医療提供体制の再
構築は。
問問

答答

公共交通への支援策は。
公共交通事業者は、大変厳しい経

営状況に置かれていると認識してお

り、事業継続を確実にする支援制度の

創設等を国に対し要望するほか、各業

界のガイドラインに沿った車両等の消

毒などの感染防止対策を支援する。今

後は、実態把握を行い、地域の足であ

る地域公共交通の維持に向けた県の

役割について検討したい。

問問
答答

介護職員への慰労金は、国等と協議

をしており、支給準備を速やかに進め

る。第２波に備え、感染者等が発生した

場合も介護サービス提供を継続できる

よう、関係団体と連携・調整し、県内法

人間で介護職員の応援体制を構築した

い。介護サービス利用再開に向けた働

きかけや調整を行う事業所への助成を

行い、積極的な取組みを促進する。

高齢者等の感染防止対策は。問問
答答

国のＧｏＴｏキャンペーンなどを活用

して、香川発の「新しく特別な旅」の提

案ができるよう、感染症の状況を注視

し、県民が安心して観光客を受け入れら

れる環境づくりを行いながら進めたい。

市町とは連携を図っており、県、市町共

通の重要課題である税財政基盤の充実

について、国へ共同要望を検討したい。

新型コロナウイルス感染症の影響
を受けた観光促進対策は。
問問

答答

公明党議員会

都築 信行
自民党議員会

辻村　修
議員

新型コロナウイルス感染症の第２
波対策は。

検査体制の拡充は、本県において

も、岡山市と同様に身近な診療所等で

も検査が可能となるよう準備を進めて

おり、県医師会と連携し、ＰＣＲ検査や

抗原検査の検体採取ができる診療所等

を増やし、検査体制の拡充を進めたい。

　県内医療機関の経営状況は、複数の

公立病院等に、本年４月・５月の状況を

聴いたところ、前年同期比で、患者数は２

割、収益は１割ほど減少しており、小規模

な病院や診療所では外来収益の減少

が、中規模な病院では入院収益の減少

が大きくなっている。医療機関の厳しい

経営状況を国に伝え、必要な経営支援策

を要望するとともに、空床確保料の補助

などの支援を速やかに実行していく。

問

答

ＡＩ時代に対応した教育の取組みは。
中学校の35人学級は、新学習指導

要領の「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けたグループ活動を積極的に

取り入れるための編制として効果的で

ある。多様化する教育課題に対応する

ため、これまでの「香川型指導体制」の

見直しを図り、35人学級も含め、新たな

指導体制の在り方について、７月中に

検討委員会を立ち上げ、議論を進める。

　中学校・高等学校教育において、大きく

変化する社会のなかで、容易に答えが見つ

からない現代社会の諸問題に対処するた

めの資質・能力の育成に資するＳＴＥＡＭ

（          　）教育の推進が求められてお

り、新学習指導要領に、中学校の「総合

的な学習の時間」、高等学校で新設され

る「理数探究」などの学習内容が設けら

れている。ＳＴＥＡＭ教育の理念も踏ま

え、横断的・総合的な学習の充実を図る

とともに、問題を発見し解決する資質・

能力の育成に一層取り組んでいく。

問
答

※2 6ページ
右欄外参照

自民党県政会

松原 哲也
議員

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえた避難所対策は。

知事県は、市町の感染症対策に必

要な物資の確保やスポットクーラーの

整備など避難所の環境整備を「災害に

強い香川づくり集中対策推進事業」の

補助対象として支援するほか、パー

ティションや段ボールベッドなどの必

要な物資を県においても備蓄する。

教育長空き教室などの避難所への活

用は、市町からの要請があれば、大規

模災害発生時における学校施設の使

用について柔軟に対応したい。

学校のＩＣＴ環境整備の加速化は。
県立高校及び特別支援学校の高等

部では、国の整備目標を前倒しし、３ク

ラスに１クラスの割合での端末整備を、

県立中学校及び特別支援学校の小学

部・中学部では、国の早期実施の方針に

合わせ１人１台の端末整備を行う。市町

立小・中学校でも、今年度中の１人１台

端末の整備の準備が進められている。

県立学校では、効果的な活用方法等の

検討を進め、整備後速やかにＩＣＴを活

用した授業等が実施できるよう準備を

整えるほか、県教育センターでは、小中

学校の求めに応じて、遠隔授業の指導

方法や機器の操作などの支援を行って

おり、今後も支援の充実に努める。

臨時休業に伴う授業時間の確保は。
県立学校では、学校行事の重点化や

長期休業期間の短縮、土曜日の授業の

実施、授業方法の改善や工夫等を組み

合わせることによって、年間を通して総

合的に補うよう計画している。市町立

小・中学校では、授業コマ数の増加等の

時間割編成の工夫や夏季休業期間の短

縮、学校行事の重点化などの取組みを

バランスよく組み合わせることで補う。

問問

問問

問問

問問
答答

答答

答答

答答

答答

答答

問問

問問

問問
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6月 定例会 一  般議員提出議案
●意見書
❶地方財政の充実・強化を求める意   

　見書（可決）

❷大規模災害に対する備えの充実

　を求める意見書（可決）

❸新型コロナウイルス感染症対策

　の充実強化を求める意見書（可決）

❹県立病院の経営安定化に関する

　意見書（可決）

❺ＧＩＧＡスクール構想の実現に向

　けた取組みに関する意見書（可決）

❻公共交通事業者の事業継続を

　確実にする支援に関する意見書

　（可決）

請願・陳情
◆審査件数
○不採択　　　　 　 　　　 2件
・香川県ネット・ゲーム依存症対策

 条例の制定過程における問題点を

 洗い出し県民への説明責任を果た

 すことを求めることについて

・香川県弁護士会「会長声明」も踏

 まえた、「香川県ネット・ゲーム依

 存症対策条例」の抜本的な見直し

 を行う議論の早急な開始を求める

 ことについて

○継続審査　　　 　　       2件
・厳しい財政の下、政務活動費の使

 途適正化に向けて領収書等のホー

 ムページ公開等を早急に実現する

 ことを求めることについて

・日米地位協定の改定を求める意見

 書の提出について

4件

任命同意の人事案件
◆香川県公安委員会委員

上枝　康（同意）

議会各会派 令和２年7月13日現在

◆自由民主党香川県政会
◆香川県議会自由民主党議員会
◆リベラル香川
◆香川県議会公明党議員会
◆日本共産党香川県議会議員団
◆無所属
◆県民ネットワーク

20人

8人

7人

2人

2人

1人

1人

自民党県政会

谷久 浩一
議員

マイナンバーカードの普及と利用促進は。
各市町が大型店舗等で行う出張申

請に県職員を派遣し、申請機会の一層

の拡大を図るほか、マイナポイント事

業を、県内消費の拡大にもつなげるた

め、商工会議所や商工会等を通じて、

事業者にキャッシュレス決済の導入を

促している。

問問

問問

問問

問問

答答

集落営農組織の取組みへの支援は。
「二条大麦プロジェクト」は、小豆島

のビール醸造家から要望を受け、小豆

農業改良普及センターが、島内で原料

確保ができるよう、集落営農組織を紹

介し、ビジョンの共有や相互理解の促

進に努めたことにより、継続的な取組

みにつながったものであり、１００パー

セント小豆島産のクラフトビールの生

産に向け、原材料の品質向上等の指

導・助言を行うなど、支援に努める。

答答

次回の瀬戸内国際芸術祭は。
2022年の次回芸術祭では、前回の

「香川の特産品」や「島の食」を発展さ

せ、里海・里山の魅力を引き出すほか、

県内の農水産物を活用して食の充実・強

化を図る。ＩＣＴの活用など、新しい繋

がりの手法も見出し、交流の質を高め、

環境や医療など地域の様々な課題に目

を向けた作品展開などを進めていく。

答答

危機発生時の業務執行体制に対
する職員の意識等は。

時差出勤は、出勤時刻を午前７時半

から10時半までの間に順次拡大し、通

勤時や職場での人との接触機会の低減

を図る観点から、引き続き取り組む。来

年度以降の新たな「香川県新行財政改

革基本指針」の中で、時差出勤や在宅勤

務などの「新しい生活様式」を踏まえた

職員の働き方についても、検討したい。

答答

日本共産党議員団

樫　昭二
議員

気候非常事態宣言への決意は。
気候非常事態宣言は、県民の意識の

醸成を図る観点から有用と考えるが、温

室効果ガスの排出を大幅に削減するため

には、国全体として取り組む必要がある

ことから、より一層の取組みを国に要望

するほか、全国知事会に設置された「ゼ

ロカーボン社会構築推進プロジェクト

チーム」に参画する中で、先行自治体の

取組状況も参考にしながら検討したい。

問問
答答

問問

条例は、県民がネット・ゲーム依存に

陥らないよう、県や保護者、事業者など

の責務・役割や、事業者の協力、家庭に

おけるルールづくりや見直しの目安を定

め、依存症につながるような過度の使

用とならないよう求めるものと理解して

おり、インターネットやゲームの有用性

を否定しようとするものではなく、憲法

の理念や子どもの権利条約に反したも

のでもないと考える。

香川県ネット・ゲーム依存症対策条例に
対する県弁護士会会長声明への考えは。
問問

答答

国民健康保険料の減免の推進は。
県民への周知は、県のホームページ

での掲載のほか、所得による減免割合

など詳細な内容は、市町が行う保険料

決定通知に合わせて文書を同封する

など、減免の対象者が確実に申請でき

るよう、各市町と連携を図りながら丁

寧に対応する。

問問
答答

教員の増員と教育条件の抜本的整備は。
少人数指導や少人数学級により、き

め細かな指導の充実を図っているが、

国に対し、義務標準法の学級編制の標

準を改正し、抜本的な定数改善を行う

よう要望したところであり、今後、香川

型指導体制の見直しを含め、より効果

的な指導体制となるよう努める。

問問
答答

86月定例会　一般質問

（
要
旨
）質 問 7月9日

※
3 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
ー
＝
書
評
合
戦
。発
表
者
が﹁
お
す
す
め
の
本
﹂の
魅
力
を
紹
介
し
あ
い
、参
加
者︵
発
表
者
と
観
戦
者
︶全
員
で﹁
チ
ャ
ン
プ
本
﹂︵
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
︶を
投
票
で
決
め
る
知
的
書
評
ゲ
ー
ム
。

自民党県政会

高木 英一
議員

地域公共交通に対する支援策は。
交通事業者が取り組む感染防止対策

を支援するとともに、「前向きに頑張る事

業者を応援する総合補助事業」の活用を

含め、各事業者の状況に応じた、きめ細

かな対応を行いたい。今後、関係者へのヒ

アリング等を通じて実態把握を行い、こ

れまでの経済対策の整理・分析を進め、

地域公共交通の維持・存続に向けた県の

役割についても早急に検討していく。

問問
答答

観光施策の推進は。
コロナ禍終息後は、質を重視した滞

在コンテンツの充実等で香川ブランド

の価値を一層高めていく必要がある。イ

ンバウンド需要の早期回復に向け継続

して取り組むとともに、観光施設等の多

言語表記や地域通訳案内士の活用な

ど、受入体制の充実に努めていく。今後

のトレンドを見極め、高付加価値で持続

可能な観光地域づくりを推進する。

問問
答答

本県の理系・技術系人材の育成は。
児童生徒が理系分野に興味・関心

を持ち、意識を高めることが重要であ

り、今後も優秀な教員を確保し、新学

習指導要領でも重点項目とされる理数

教育の充実に努めるとともに、教科横

断的な学習活動で科学的思考力を高

めることにより、将来の有為な理系人

材の育成に一層取り組んでいく。

問問
答答

読書習慣づくりは。
平成30年度に県教育委員会が実施

したアンケートによると、中学生で３人

に1人、高校生で５人に２人が全く読書を

しない状況のため、中学校や高校で自発

的な読書を促したり、一斉読書に取り組

んでいるほか、推薦図書の紹介や、ビブ

リオバトル（             ）の開催などの取

組みで読書習慣の形成に努めている。

問問
答答

※3 8ページ
右欄外参照

議員

農業生産者不足対策としての農地
等の生産基盤整備は。

農地の集積・集約率に応じて農家負

担を軽減する国の補助制度を活用して、

大規模な圃場整備を実施した近年の５

地区では、整備面積の約６割が農業法人

や認定農業者等の担い手に集積されて

おり、地域の状況に応じて各種補助事業

を活用し、圃場整備を推進したい。農業

用水のパイプライン化は、水管理の省力

化・効率化が図られる有効な手段であ

り、将来的なＩＣＴ技術の導入による自

動化も展望しつつ整備を進める。圃場整

備の実施では、水利慣行や権利関係など

多岐にわたる調整が必要であり、県とし

ても、地域での話し合いに参画し、合意

形成を促すための助言等を行っている。

放置竹林対策の取組みは。
国の補助事業を活用し、広葉樹等へ

の樹種転換を図るほか、県独自の上乗せ

補助により、森林所有者等の行う放置竹

林対策を支援しており、昨年度からは、

「森林環境譲与税」を活用して、支援の充

実・強化を図ってきた。現在策定中の、次

期「みどりの基本計画」における放置竹

林を含めた里山林整備に係る検討の中

で、本県の森林の魅力を高めるうえで有

用な、大規模な竹林の樹種転換による里

山の再生にも意を用いたい。

問問

答答

問問
答答

創業に関する様々な段階で相談に応

じる「創業支援センター」の設置や創業

支援塾を実施している。資金面では、昨

年度から新たな地域の課題解決への取

組みを「起業等スタートアップ支援事業」

で支援しており、助成を受けた８名全員

が創業した。今年度は、「情報通信産業

型」のメニューを新たに追加するととも

に、インキュベート施設を整備している。

中小企業の新規創業等への支援は。問問
答答

自民党県政会

白川 和幸
議員

県民ネットワーク

山本 悟史

ネット上の誹謗中傷への対応は。
ネット上の人権侵害は、国が被害者の

削除要請に対する援助等を行っており、

県や市町に相談があった場合には、速や

かに高松法務局につなぐなど、国との連

携を図っている。昨年１２月の人権週間

には、インターネットによる人権侵害を

テーマに、テレビでのＣＭ放映や新聞へ

の広告掲載などの啓発活動を行った。

新型コロナウイルス感染症による影
響を受けた労働者への支援は。

休業手当を受けられなかった労働者

が、「新型コロナウイルス感染症対応休

業支援金」を円滑に活用できるよう広く

周知するほか、制度の内容を丁寧に紹

介するなど申請につなげる。離職を余儀

なくされた方などに対しては、「離職者

等のための合同企業面接会」を開催す

るなど、再就職等に向けて支援する。

うどん県プロジェクトの展開は。
今年度は、高校生が県内観光地の魅

力を再認識する動画「ヤドン部がゆく」

を７月２日に公開したほか、県内約80か

所を巡るスタンプラリーなどを実施す

る。この他にも、「絶景」「美食」「アート」

をテーマに、本県への観光を具体的にイ

メージできる動画を制作し、広く全国に

情報発信されるよう取り組む。

問問
答答

問問

答答

問問
答答

ポストコロナ時代には、新しい生活

様式に対応したサービスの提供体制を

整える必要があるため、事業者の感染

防止対策への支援に加え、公共交通機

関の安全な乗り方として、目・鼻・口を

触らなければ感染リスクはほとんどな

いとの知見が示されていることから、

交通事業者と連携して、利用者に対

し、こうした知見の普及に努める。

地方鉄道のあり方は。問問
答答答答
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そ
の
ほ
か
、
県
立
病
院
事

業
会
計
の
令
和
元
年
度
決
算

見
込
み
等
、
女
性
の
が
ん
対

策
強
化
事
業
、
児
童
相
談
所

の
現
状
、
第
８
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
県
立
高
校
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
、
市
町
立
小
中
学
校
人
的

体
制
緊
急
整
備
事
業
、
新
県

立

体

育

館

の

整

備

ス

ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
依
存
症
対
策
条
例
、
次
期

香
川
県
教
育
基
本
計
画
な
ど

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、持
続
化
応
援
給

付
金
、
設
備
投
資
へ
の
支
援
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
県
経
済
に
与
え
た
影

響
、
県
内
宿
泊
促
進
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

県
産
品
振
興
へ
の
影
響
と
今

後
の
展
開
、
オ
リ
ー
ブ
産
業

の
振
興
、
豚
熱
等
家
畜
伝
染

病
の
発
生
防
止
対
策
、
香
川

﹁
旬
の
イ
チ
オ
シ
﹂
農
産
物
Ｐ

Ｒ
事
業
、
農
業
分
野
に
お
け

る
外
国
人
労
働
者
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
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問新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
踏
ま
え
た
雇
用
対
策

具
体
的
な
内
容
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、合
同
企
業

面
接
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
採
用

選
考
が
進
ま
ず
困
っ
て
い
る
中
小

企
業
な
ど
が
、
ウ
ェ
ブ
面
接
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
際
に
必
要
な
経

費
に
対
し
、
10
万
円
を
上
限
に
補

助
率
４
分
の
３
の
助
成
を
行
う
。

　
就
職
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

上
で
、
合
同
企
業
面
接
会
で
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
正
社
員
就
職
の

促
進
を
図
る
。

問答
医
療
機
関
で
は
、
防
護
具
の

着
用
、感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
患
者

と
一
般
の
患
者
と
の
動
線
の
区
分

け
、
入
院
患
者
の
面
会
の
制
限
な

ど
、状
況
に
応
じ
て
工
夫
し
な
が
ら

院
内
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
補
正
予
算
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
医
療
提
供
体
制
の
整
備

を
図
る
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
と

県
内
の
医
療
機
関
の
状
況

と
今
後
の
県
の
取
組
み
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
医
療
機
関
に
お
け
る

院
内
感
染
防
止
対
策
等

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
は
、
簡
易
陰

圧
装
置
等
の
設
備
整
備
等
、
院
内

で
の
動
線
確
保
や
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
、
遠
隔
診
療
体
制
の
確
保
等
に

要
す
る
経
費
へ
の
補
助
等
、
ソ
フ

ト
面
は
専
門
知
識
の
講
義
や
症
例

研
究
等
を
行
う
研
修
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

　
医
療
機
関
内
等
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
患
者

に
対
す
る
円
滑
な
医
療
提
供
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
今
後
、
発
生
が
予
想

さ
れ
る
第
二
波
、
第
三
波
に
備
え

て
い
き
た
い
。

答

問
和
牛
は
、
卸
売
価
格
が
４
月

を
底
値
に
、
過
去
３
か
年
の
平
均

に
比
べ
て
７
割
程
度
に
な
っ
た

が
、
６
月
は
一
定
の
回
復
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
水
産
物
は
、
天
然
の
タ

イ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
で
、
卸
売
価
格

が
４
月
以
降
、
過
去
３
か
年
の
平

均
に
比
べ
て
６
割
か
ら
８
割
と
低

迷
し
、
６
月
も
同
様
の
状
況
に
あ

る
。
花
き
は
、
卸
売
価
格
が
４
月
に

過
去
３
か
年
の
平
均
に
比
べ
て
８

現
状
と
取
組
み
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
県
農
水
産
物
へ
の
影
響
と

需
要
回
復

割
程
度
に
低
下
し
た
が
、
平
年
並

み
に
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
。
和

牛
や
水
産
物
、
花
き
を
除
い
て
は
、

大
き
な
影
響
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
も
注
視

し
て
い
く
。

　
県
産
農
水
産
物
の
需
要
回
復
に

向
け
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

和
牛
や
水
産
物
を
、
学
校
給
食
の

食
材
と
し
て
無
償
で
提
供
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
県
内
で

需
要
喚
起
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
は
首
都
圏
や
関
西
圏
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

答

合同企業面接会（イメージ）

■
文
教
厚
生
委
員
会

夏
休
み
の
短
縮
や
学
校
行

事
の
重
点
化
と
組
み
合
わ
せ
、
各

市
町
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
対
応

し
て
い
る
。
学
校
行
事
は
、
小
・
中

学
校
で
運
動
会
の
簡
素
化
や
代
替

行
事
を
検
討
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
県
立
高
校
の
文
化
祭
は
、
日
程

の
短
縮
や
校
内
限
定
開
催
等
の
工

夫
を
し
、
で
き
る
限
り
実
施
し
、
修

学
旅
行
は
、
実
施
の
可
否
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。
高
校
入
試
は
、

現
時
点
で
出
題
範
囲
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
が
、
学
習
状
況
を
確

今
後
の
対
策
は
。

学
校
の
授
業
時
数
の
確
保
等

文教厚生委員会の審査の模様

認
し
判
断
し
て
い
き
た
い
。
大
学

入
試
は
、
情
報
収
集
し
丁
寧
に
進

路
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問答

■
経
済
委
員
会

常
任
委
員
会
だ
よ
り
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そ
の
ほ
か
、
私
立
学
校
の

教
育
費
負
担
の
軽
減
、
コ
ロ

ナ
対
策
予
算
、
香
川
県
持
続

化
応
援
給
付
金
を
は
じ
め
と

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
支
援
策
、
情

報
通
信
関
連
産
業
の
育
成
・

誘
致
、
多
文
化
共
生
社
会
の

推
進
、
県
税
収
入
の
状
況
等
、

災
害
時
の
体
制
強
化
、
感
染

症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
、

交
通
事
故
対
策
、
人
事
委
員

会
勧
告
と
採
用
計
画
な
ど
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
対
策
、コ
ロ
ナ
関
連
に
よ
る
不

法
投
棄
及
び
ゴ
ミ
の
増
加
、Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
、

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
、豊
島
廃

棄
物
等
処
理
施
設
撤
去
等
事
業
、

森
林
公
園
の
整
備
、災
害
発
生
時

の
市
町
へ
の
技
術
的
な
応
援
体

制
、
空
き
家
対
策
、
県
営
住
宅
の

活
性
化
対
策
、公
共
事
業
の
平
準

化
、緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
取
組
状
況
、河
川
の
取
水
堰

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

地
球
温
暖
化
対
策

県
の
取
組
み
は
。

県
立
文
化
施
設
の
入
館
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
ほ
か
、

東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館
の
特

別
展
の
中
止
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
各
施

設
の
消
毒
、ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
の
設

置
な
ど
の
対
策
の
ほ
か
、﹁
文
化
施

設
感
染
症
予
防
事
業
﹂
を
活
用
し

た
来
場
者
の
体
温
を
確
認
で
き
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
と
対
応
及
び
文
化
芸

術
活
動
を
行
う
者
へ
の
支
援
は
。

文
化
芸
術
活
動
の
支
援

赤
外
線
カ
メ
ラ
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
感
染
症
対
策
を
十
分
に
講
じ

た
施
設
の
管
理
運
営
に
努
め
る
。

　
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
者
へ
の

支
援
は
、﹁
前
向
き
に
頑
張
る
事
業

者
を
応
援
す
る
総
合
補
助
金
﹂
や

﹁
文
化
芸
術
振
興
活
動
費
助
成
金
﹂

に
よ
る
支
援
、
文
化
庁
の
﹁
文
化
芸

術
活
動
へ
の
緊
急
総
合
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂
な
ど
、
県
や
国
の
支
援
策

を
周
知
す
る
ほ
か
、
関
係
者
か
ら

の
個
別
相
談
に
も
、
き
め
細
か
に

対
応
す
る
な
ど
、
文
化
芸
術
活
動

の
再
開
や
事
業
継
続
に
加
え
、
新

た
な
取
組
み
を
支
援
す
る
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
の
呼
び
か
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の﹁
か
が
わ
省
エ
ネ
節
電
所
﹂の

開
設
に
よ
る
取
組
み
の
﹁
見
え
る

化
﹂、学
校
や
地
域
で
の
環
境
教
育

や
環
境
学
習
、
事
業
所
へ
の
省
エ

ネ
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
県
有
施
設
で
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
を
進
め
る
ほ
か
、住
宅

用
太
陽
光
発
電
設
備
や
家
庭
用
蓄

電
池
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　
太
陽
光
以
外
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、昨
年
度
利
活
用
の
調
査

を
行
っ
た
ほ
か
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、各
種
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

問答

よ
り
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
て

お
り
、
犯
罪
被
害
に
特
化
し
た
、
被

害
者
等
へ
の
支
援
施
策
を
推
進
す

る
条
例
を
早
期
に
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　﹁
香
川
県
被
害
者
支
援
連
絡
協

議
会
﹂
で
の
議
論
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
県
議
会

や
関
係
団
体
、
県
民
の
意
見
を
広

く
聞
き
、
早
け
れ
ば
、
９
月
定
例
会

で
骨
子
案
を
示
し
、
11
月
定
例
会

考
え
方
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
は
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

で
条
例
案
が
議
決
さ
れ
れ
ば
、
県

民
や
関
係
団
体
へ
の
周
知
を
行

い
、来
年
４
月
か
ら
施
行
し
た
い
。

問答

問答

県
の
取
組
み
は
。

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

太陽光発電設備の導入促進

犯罪被害者等支援の広報啓発活動

土
木
部
が
管
理
し
て
い
る

全
て
の
15
ダ
ム
で
事
前
放
流
実
施

要
領
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
ダ
ム
ご
と
に
事
前
放
流
の
実
施

を
判
断
す
る
基
準
降
雨
量
を
決
定

し
て
、
24
時
間
の
予
想
降
水
量
と
累

計
雨
量
の
合
計
が
、
基
準
降
雨
量

を
超
え
る
場
合
等
に
事
前
放
流
を

開
始
で
き
る
こ
と
と
し
、
放
流
す

る
量
は
過
去
の
実
績
に
基
づ
き
、

ダ
ム
の
貯
水
位
が
一
連
の
降
雨
等

の
後
に
制
限
水
位
等
ま
で
に
回
復

で
き
る﹁
限
度
水
位
﹂を
ダ
ム
ご
と

県
管
理
ダ
ム
の
事
前
放
流

に
定
め
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
事
前
放
流
の
運
用
に
よ
り
、
水
害

対
策
に
使
え
る
容
量
が
、
15
ダ
ム

で
、
こ
れ
ま
で
の
１
３
４
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
、
最
大
１
５
９
０
万

立
方
メ
ー
ト
ル
と
約
１

.
２
倍
と

な
り
、
ダ
ム
下
流
域
の
洪
水
予
防

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
る
。

　
関
係
者
に
説
明
を
行
い
、
す
べ

て
の
ダ
ム
で
理
解
が
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
７
月
１
日
か
ら
事
前
放

流
の
運
用
を
開
始
し
た
い
。

　
府
中
ダ
ム
は
、
今
後
、
事
前
放
流

の
運
用
に
向
け
、
香
川
県
広
域
水

道
企
業
団
と
協
議
を
進
め
た
い
。

問答
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高校生フォトコンテスト 広報委員長賞
「ＳＵＮＳＥＴ」

撮影者：香川中央高校2年　北村 璃乃さん

高校生フォトコンテスト 佳作 
「昼の星空」

撮影者：小豆島中央高校2年　坂本 奏海さん

高校生フォトコンテストを次のとおり実施します。

私だけの香川 
私の見つけた香川
元気が出る香川

高校生
フォトコンテスト実施 !
第12回

詳しくは、
県議会のホームページをご覧ください。

【ホームページアドレス】
https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

テーマ

募集期間

令和2年12月1日（火）～
　令和3年1月31日（日）

　「高校生フォトコンテスト」
の入賞作品のうち、県議会議
長賞を各号の表紙としてお
届けし、広報委員長賞及び佳
作を誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに高校
生の視点で捉えた「香川」の
あれこれをお楽しみください。今月の表紙

「共演」
丸亀高校2年　名倉 里紗子さん
　この写真は8月に行われる婆娑羅祭りの花

火と丸亀城をお城の南側から撮ったものです。

祖父が毎年ここで撮っているので連れて行っ

てもらいました。祖父の知人に朝早くから三脚

を立て場所を確保してもらい、とても良い位置

で撮影する事ができました。設定やピントは夕

方のうちに合わせました。また、雨が少し降っ

ていたのでビニール袋を被せたりもしました。

祖父からたくさん助言を貰って撮る事ができ

た1枚です。これからも支えてくれる人に感謝し

て写真を撮っていきたいと思います。

香川県議会ホームページで公開されている本会議や委員会の生
中継や録画配信が、スマートフォンやタブレットでも視聴できます。

https://smart.discussvision.net/
smart/tenant/pref_kagawa/
WebView/rd/council_1.html

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会ホームページからもリンクしています▶▶

議会インターネット中継実施中！！

ホームページのURL   https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/
この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、
環境にやさしい植物油インクを使用しています。


